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環 境 マ ー ケ テ ィ ング と
オ ー トポ イ エ ー シ ス に関 す る一考 察
荒 井 義 則
1.は じめ に
近 年 、地 球 環 境 問題 の深 刻 化 に とも な い 、 い ろい ろ な分 野 で環 境 に対 す る
取 り組 み が 進 展 して い るが 、 経 営 学 の 分 野 にお い て も環 境 経 営 学1)-3)が成 立
しつ つ あ り、 環 境 マ ー ケ テ ィ ング4)-5)、環 境 会 計6)な ど経 営 学 の諸 分 野 にお い
て 環 境 問題 に対 す る研 究 が進 ん で い る。
前 稿7)で は、 マ ー ケ テ ィ ン グ に よ り環 境 問題 に ア プ ロ.__..チす る環 境 マ ー ケ
テ ィ ング に つ い て 、 複 雑 適 応 系 の 観 点 か ら考 察 した 。 本 稿 で は、 環 境 マー ケ
テ ィ ン グ に つ い て オ ー トポイ エ ー シ ス8)-10)の観 点 か ら考 察 す る。 環 境 マ ー ケ
テ ィ ング に お い て は循 環 型 シス テ ム の構 築 は 重 要 な テー マ で あ る が 、 この循
環 型 シ ス テ ム の構 造 に つ い て オ ー トポ イ エ ー シ ス とい う概 念 を用 い て解 析 す
る。 さ ら に、 前稿7)で 用 い た複 雑 適 応 系 とオ ー トポ イ エ ー シ ス の 関連 につ い
て も考 察 を進 め る。
2.環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ
こ こで は、 環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ に つ い て 考 察 す る。 大橋 は環 壌 マ ー ケ テ ィ
ン グの 定 義 を次 の よ うに述 べ て い る5)。
『企 業 や 組 織 が地 球 環 境 と生 活 の 質 お よび 生 活 者 満 足 との 共 生 と調 和 を は
か りな が ら、LCA(ラ イ フ サ イ クル ・アセ ス メ ン ト)を 用 い て 、 商 品 ・サ ー
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ビス の 「ゆ りか ご」(原 材 料 採 取段 階)、 か ら 「墓 場 」(廃 棄 後 の リサイ クル 、
リユ ー ス 等 を行 う段 階 〉 ま で の全 プ ロセ ス で 環 境 負 荷 を最 小 にす る よ うな 商
品企 画 ・開発 、 生 産 、物 流 、 販 売 の シ ステ ム を構 築 す る こ と。 そ の た め に原
材 料 や 廃 棄 物 の リデ ュ ー ス 、 リユ ー ス 、 リサ イ クル 、ゼ ロエ ミ ッシ ョン(廃
棄 物 ゼ ロ)化 を組 み 込 ん だ 、循 環 型 シ ステ ム を折 り込 む こ と。 そ の 実 現 の た
め に 、従 業員 、 ス テ ー クホル ダ ー 、投 ・融 資 家 、 生 活 者/市 民 、 地 域 社 会 お
よび政 府/行 政 へ の環 境 情 報 開示 と、 コ ミュニ ケ ー シ ョン(情 報 の や りと り)
に よ っ て 、エ コ ロ ジー(生 態 系 との調 和)と エ コ ノ ミー(経 済性)と の 両 立
を はか り、持 続 可 能 な発 展 を 実 現 す る活 動 。』
ま た 、西 尾 は 地 球 環 境 保 全 を志 向す るマ ー ケ テ ィ ン グ を 「エ コ ロ ジカ ル ・
マ ー ケ テ ィ ン グ」 と呼 び 、次 の よ うに述 べ て い る4)。
『地 球 環 境 保 全 を 志 向す るエ コ ロ ジカ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ は 、従 来 の マ ー
ケ テ ィ ン グや ソー シ ャル ・マ ー ケ テ ィ ン グが 志 向す る顧 客 満 足 を通 じた 「顧
客 の利 益 」 あ るい は顧 客 が 生 活 す る 「社 会 の利 益 」 だ け で な く、 「環 境 との
共 生 」 を視 野 に入 れ て 、企 業 が存 続 す る うえで 必 要 な 「経 済利 益 」 との バ ラ
ン ス を と る こ とが 重 要 な課 題 とな る。 「環 境 との 共 生 」 を は か るた め に は 、
製 品 ・サ ー ビス の 「ゆ りか ごか ら墓 場 ま で 」 の 環 境 負 荷 と 「資源 循 環 」 を念
頭 にお く こ とが 不 可 欠 で あ る。 そ の 際 、顧 客 や社 会 の ニ ー ズ を満 た し、 か つ
環 境 負 荷 の低 い 製 品 を開発 し販 売 す るだ け で な く、そ れ を 正 し く使 用 ・消費
させ る こ と、排 出 され た 資源 を回 収 し、 それ を新 た な 原 料 と して 再利 用 ・再
製 品化 す る こ とま で が 、 エ コ ロ ジカ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ の対 象 領 域 とな る。
な ぜ な ら、環 境 負 荷 が低 く、 消 費者 に とっ て す ば ら しい製 品 で あっ た と して
も 、 それ を消 費 者 が 正 しく理 解 し、 使 用 ・消 費 しな けれ ば製 品本 来 の 価 値 は
引 き 出せ な い か らで あ る。』
これ らの環 境 問題 に対 応 した マ ー ケテ ィ ン グの 定義 を見 る と、 どち らの定
義 も対 象 領 域 が か な り広 い こ とが わ か る。 重 要 な 共通 点 を列 挙 す る と
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① 顧客満足 と地球環境保全 の両立
② 商 品 ・サ ー ビスの全プ ロセ スにお ける環境 負荷 の最 小化
③ 循環的 システムの構 築
④ 環境 情報 開示 と環境 コミュニケー シ ョン
とい うことにな る。
本 稿 において もこれ らの点 は重 要な環境マー ケテ ィングの要 素 と考 えてい
るが、環境 問題 は企 業 、消費者 、政府 ・地方公共 団体の3者 が協 同で対処 し
なけれ ば解決 できない問題が多 く、また、地球環境 問題 の深刻化 も考慮 して、
本稿 にお いては環 境マ ーケテ ィングを次 の よ うに定義す る。
地球 環境保 全 を第 一 と し、環 境 を悪化 させ ない とい う条件 の も とで、
「顧 客満 足 」 と 「企業 の利 益 」 を最 大化 し、持続 的発 展 が可能 な社会 を
実現す るた めの企 業、消費者 、政府 ・地方公共 団体 の協 同活動。
この定義 にお いては 「顧客満足 」 と 「企 業 の利益 」 を 「地球環境 の保 全」 に
優先 させ ない と してお り、短期 的には企業 、消費者 に とって不利益 をもた ら
す場 合 もある。 この際 に重要 なのは企業、消費者 の 自主努力 であ るが、環境
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があ るが 、 これ らの法律 は有力 な強制力 となってお り、今後 も法 的規 制 を強
めて ゆ く必要 があ る。
短期 的 に不利益 をもた らす場合 も、長期 的 に見れ ば企 業 に とって も消費者
に とって も利 益 を もた らす ことにな る。 ゴ ミの有料化 を例 に とれ ば、短期 的
には負担 増 となるが、有料化 に伴 うゴ ミの減少や リサイ クル の推進、 その結
果 としての最終処分場 の残 余年数 の増加 は企業 に とって も消費者 に とって も
利益 とな る。 この 際に注意 しなけれ ばな らない のは不 法投棄11)であ る。 不法
投棄 は 日常生活 に伴 うゴ ミだ けで はな く、家電 リサイ クル 法指 定4品 目(エ
ア コ ン、テ レビ、冷 蔵庫 ・冷凍庫 、洗=濯機)、 使用 済 自動車 、廃 船 、産 業廃
棄 物な どがあ り、環境保全や循 環型 社会 の形成 に対 して深刻 な悪影 響 をお よ
ぼ してい る。 この よ うな不法行為 に対 して は監視 と強力 な法規制 が必要で あ
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る。 本稿 において、環境マー ケテ ィングの構成要 素に政府 ・地方公 共団体 を
含 めた理 由のひ とつ は強制力 の必要性 で ある12)。 本稿 にお け る環境 マー ケ
テ ィングの構成要 素 は、すで に述べ た とお り企業 、消費者 、政府 ・地方公 共
団体 を含 ん でお り、それ ら構成 要 素の 関係 も多 岐 にわた るので、前稿7)で考
察 した複雑適応 系に よる扱い が全体像 を見 るのに適 した方 法 のひ とつ で ある
と思 われ るが、本稿 にお いては 「循 環型 シ ステ ム」 に着 目し、 「オー トポイ
エー シス」 とい う概 念で環境マ ーケテ ィングシステム を考察す る。
3.オ ー トポ イ エ0シ ス
オ ー トポ イ エ ー シ ス は 、H.R.マ トゥラー ナ とF.J.ヴ ァ レ ラ に よ っ て提
唱 され た概 念 で あ り、 オー トポ イ エ テ ィ ッ ク ・マ シ ン は次 の よ うに定 義 され
る。13)
オ ー トポ イ エ テ ィ ック ・マ シ ン とは 、構 成 素 が構 成 素 を産 出す る とい
う産 出(変 形 お よび 破 壊)過 程 の ネ ッ トワー ク と して 、 有 機 的 に 構 成
(単 位 体 と して 規 定)さ れ た 機 械 で あ る。 こ の と き構 成 素 は 、 次 の よ う
な 特 徴 を もつ 。
(i)変 換 と相 互 作 用 を通 じて 、 自 己 を産 出す るプ ロセ ス(関 係)の ネ ッ
トワー ク を 、 絶 えず 再 生 産 し実 現 す る。
(ii)ネ ッ トワー ク(機 械)を 空 間 に具 体 的 な単 位 体 と して構 成 し、 ま た
そ の空 間 内 にお いて 構 成 素 は 、 ネ ッ トワー クが 実 現 す る位 相 的領 域
を特 定 す る こ とに よ っ て み ず か らが 存 在 す る。
マ トゥラ ーナ と ヴ ァ レラ は生 命 体 の組 織 の 特 徴 を表 現 す る た め に この概 念
を用 い た が 、 オ ー トポ イ エ テ ィ ッ ク ・マ シ ン の特 徴 のひ とつ と して 、 「オ ー
トポ イ エ テ ィ ック ・マ シ ン に は入 力 も 出力 もな い。」 と述 べ て い る。 環 境 マ ー
ケ テ ィ ン グ システ ム にお い て は、 資源 や エネ ル ギー とい う入 力 が存 在 す るが 、
生命 体 にお い て もエ ネ ル ギー 源 や 自身 の組 織 を作 るた め の材 料 と して の 栄養
素 は 必 要 で あ り、栄 養素 は外 部 か ら供 給 され るの で 、 生命 体 に お い て も 「入
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力 」 は存 在 す る こ とに な る。 本 稿 で は 、 この 栄 養 素 と同様 の 入 力 と して 「エ
ネ ル ギ ー 」 や 「資 源 」 の入 力 を考 え、 「構 成 素 が構 成 素 を産 出 す る」 とい う
面 を 中心 に考 え て 、環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ シス テ ム にオ ー トポ イ エ ー シ ス とい
う概 念 を適 用 す る。 た だ し、 環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ シ ステ ム全 体 が オ ー トポ イ
エ ー シ ス シス テ ム に な っ て い る とは認 め に くい の で 、 循 環 型 の 部 分 シ ステ ム
につ い て この概 念 を適 用 す る。
環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ にお い て は 、 再 使 用 や 再 生利 用 が 行 われ 、製 品 や 部 品
は そ の ま ま あ るい は修 理 され て 再 び使 用 され る。 この 際 、製 品や 部 品 自身 が
自分 で 自分 を修理 す る こ とは あ りえないの で、製 品や部 品はオー トポイエテ ィ ッ
ク ・マ シ ン に は な りえ ない 。 た だ 、本 稿 にお い て は 、 人 も環 境 マ ー ケ テ ィ ン
グ シ ス テ ム の要 素 と考 えて い る の で 、 人 が 修 理 す る こ とを考 慮 す れ ば 、 再使
用 シ ス テ ム や 再 生 利 用 シス テ ム は オ ー トポ イ エ ー シ ス ・シ ステ ム と考 えて よ
い 。 以 下 で オ ー トポ イエ ー シス の概 念 を適 用 す る とき は 、 人 が シ ステ ム 内 に
存 在 す る こ とを前 提 と して適 用 す る。
4.循 環 型 シ ス テ ム と オ ー トポ イ エ ー シ ス
こ こでは環境 マー ケテ ィングシステ ムの部分 システ ムにつ いてオー トポイ
エー シスの概念 を適 用す る。
(1)リ ユ ー ス ・シ ス テ ム(再 使 用 シ ス テ ム)14)
「リユ ー ス(再 使 用)」 に つ い て 「循 環 型 社 会 白書(平 成16年 版)」 で は 次
の よ うに定 義 して い る(171頁)。
い っ た ん使 用 され た 製 品や 部 品 、容 器 等 を 再使 用 す る こ と。 具 体 的 に
は 、 ① あ るユ ー ザ ー か ら回 収 され た使 用 済 み 機 器等 をそ の ま ま 、 も し く
は修 理 な どを施 した 上 で 再 び 別 のユ ー ザ ー が利 用 す る 「製 品 リユ ー ス 」、
② 製 品 を提 供 す るた め の 容器 等 を繰 り返 し使 用 す る 「リター ナ ブル 」 ③
ユ ー ザ ー か ら回 収 され た機 器 な どか ら再 使 用 可 能 な部 品 を選別 し、 そ の
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ま ま、 も し くは修 理 等 を 施 した 上 で 再度 使 用 す る 「部 品 リユ ー ス」 が あ
る。
リユ ー ス ・シ ステ ム にお い て は 、 製 品 か ら製 品 へ 、 容器 か ら容 器 へ 、 部 品
か ら部 品 へ と再使 用 され るの で 、構 成 素 が 自身 と同 じ構 成 素 を産 出す る と考
え られ る。 さ らに 「そ の ま ま 」 再使 用 され る ときは 、 修 理 の た め の 部 品 な ど
も必 要 な い の で 、 ま さに 「入 力 な し」 とい うシ ス テ ム とな る。 した が っ て リ
ユ ー ス シ ス テ ム は ① 、② 、③ どれ を とっ て もオ ー トポイ エ ー シス ・シ ステ ム
で あ る と見 な す こ とが で き る。
(2)マ テ リアル リサ イ クル ・シ ス テ ム(再 生 利 用 シス テ ム)
マ テ リアル リサ イ クル(再 生 利 用)に つ い て 、 「循 環 型 社 会 白書(平 成16
年 版)で は 次 の よ うに 定義 して い る(171頁 、 一 部 略)。
廃 棄 物等 を原 材 料 と して 再利 用 す る こ と。 例 えば 、 ビ ンを砕 い て カ レ ッ
トに した 上 で再 度 ビン を製 造 す る、 アル ミ缶 を溶 か して アル ミ缶 そ の他
の ア ル ミ製 品 を製 造す る こ とな どが 再 生 利 用 に 当た る。 なお 、 マ テ リア
ル リサ イ クル の うち、 廃 棄 物 等 を化 学 的 に処 理 して 、 製 品 の化 学 原 料 に
す る こ とを特 に ケ ミカ ル リサ イ クル とい う場 合 が あ る。
マ テ リア ル リサ イ クル ・シ ステ ム に お い て は 、構 成 素 が 原 材 料 に戻 って 再
び 構 成 素 に戻 る とい うシ ステ ム で あ るか ら、 構 成 素 が 再 び 構 成 素 に戻 る とい
う点 に お い て は オ ー トポ イ エ ー シ ス ・シ ステ ム と考 え られ る。 原 材 料 に戻 っ
て製 品 化 され る の で 、 エ ネ ル ギー 等 の入 力 は必 要 で あ るが 、 この入 力 は生 命
体 に お け る栄 養 素 の 取 り込 み(入 力)と 同 じで あ る と考 え られ る の で 、 オ ー
トポ イ エ ー シ ス ・シ ス テ ム と見 な す こ とが 可 能 で あ る。
(3)サ ー マ ル リサ イ クル ・シ ステ ム(熱 回収 シ ステ ム)
「サ ー マ ル リサ イ クル(熱 回収)」 に つ い て 「循 環 型 社 会 白書(平 成16年
版)」 で は 次 の よ うに定 義 され て い る(175頁 、 一 部 略)。
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廃 棄物か ら熱エネル ギー を回収す るこ と。 ゴミの焼却 か ら得 られ る熱
は、 ゴ ミ発 電 をは じめ、施 設 内の暖房 ・給湯 、温水 プール 、地域暖房等
に利用 され てい る。
サーマル リサイ クル ・システムは構成素 その ものでは な く、構成 素 を製造
す るた めに必 要なエ ネル ギー を回収 す る システ ムで あ るの で、 「構 成素 が構
成 素 を産 出す る」 とい う意味 においてはオー トポイエー シス ・システ ムには
な り得ない。 しか し、エネル ギー は生命 体 に とって も環境 マー ケテ ィングシ
ステ ムに とって も重要 な役割 をはたすの で、 「構 成 素 を産 出す るときに使 用
され たエネル ギー を構 成素か ら取 り出 し再利 用す る」 とい う意 味で準オー ト
ポイ エー シス ・システム と見なす こ とは可能 で あろ う。
(4)ゼ ロエ ミ ッシ ョン15)
「ゼ ロエ ミ ッシ ョン 」 につ い て 「循 環 型 社 会 白書(平 成16年 版)」 で は次
の よ うに 定義 して い る(174頁)。
あ る産 業 の 製 造 工程 か ら出 る廃 棄 物 を別 の 産 業 の 原 料 と して利 用 す る
こ とに よ り、廃 棄 物 の 排 出(エ ミ ッシ ョン)を ゼ ロ にす る循 環型 産 業 シ
ステ ム の構 築 を 目指 す もの。 国連 大 学 が提 唱 し、 企 業 や 自治 体 で 取 組 が
進 ん で い る。
ゼ ロエ ミッシ ョンは 現 在 「内 陸 工 業 団 地 」、 「国母 工 業 団 地 」、 「北 九 州 エ コ
タ ウン事 業 」、 「川 崎 ゼ ロエ ミ ッシ ョン工 業 団 地 」、 「藤 沢 エ コイ ンダ ス トリア
ル パ ー ク」、 「本 庄 国 際 リサ ー チ パ,_ク 」 な どで取 組 が始 ま り、成 果 をあ げっ
つ あ る15)。ゼ ロエ ミ ッシ ョン は 、他 の 製 造 工 程 で 排 出 され た廃 棄 物 を原 料 と
して 製 品 を製 造 す るの で あ る か ら、廃 棄物 を経 由 して構 成 素 が 他 の構 成 素 を
産 出 して お り、 ま た 「出力 が な い」 とい う観 点 か らす れ ば 「廃 棄 物 」 とい う
出力 が ゼ ロ とな る の で 、 オ ー トポイ エ ー シス ・シ ス テ ム と見 なす こ とが で き
る。
環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ シス テ ム の部 分 シ ス テ ム、 特 に循 環 型 シ ステ ム にっ い
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てオー トポイエー シス とい う観 点 か ら考 察 した。理想 的な循 環型 システム は
新 たな原 料 の投入 が な く(原 料 の入力 が な く)、 廃 棄物 がゼ ロの(廃 棄物 の
出力 が ない)シ ステ ムであ り(た だ し、エネ ル ギー の投入 は必 要)、 内部 で
は製 品を も とに して製 品が作 り出 され る(構 成 素が構成素 を作 り出す)シ ス
テ ムであ る。 この システ ムは ほぼオー トポイエー シス ・システ ム と見 なす こ
とがで きるが、現実 のシステ ムの大部分 は この域 には達 してい ない。
ここでの考察で は、製 品 あるいは製 品 をも とに した廃棄物 か ら人 間が再び
製 品を作 り出す過程 を 「構 成素 が構成 素 を産 出す る過程 」 と見 な し、オー ト
ポイエー シスの概念 を適 用 した。 本稿 で は、環境 マー ケテ ィ ングを 「企業 、
消費者 、政府 ・地方公 共団体 の協 同活動」 と定義 してお り、 「人」(消 費者 だ
けでな く企業や政府 ・地方公共 団体 に属す る人)も 環境マー ケテ ィングシス
テムの要素 と考 えてい るが、人 に伴 う製 品 ・サー ビス は環境 マーケテ ィン グ
の対象 で あ り、 これ らも環境 マ ーケテ ィングシステ ムの要 素 と考 えて い る。
した がって、人間が製 品あるいは廃 棄物 か ら製 品 を作 り出す過程 を 「構成 素
が構成 素 を産 出す る過程 」 と見なす ことは可能で あろ う。
5.終 わ り に
前 稿7)にお い て は環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ シス テ ム が 「内部 阻 害 要 因 とア ポ トー
シ ス を もつ 複 雑 適 応 系 」 で あ る こ と を示 した が 、本 稿 で は そ の部 分 シ ス テ ム
が オ ー トポ イ エ ー シ ス ・シス テ ム で あ る こ とを示 した。 環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ
シ ス テ ム は 「オ ー トポ イ エ ー シ ス ・シ ステ ム を部 分 シス テ ム に含 む複 雑 適 応
系 」 とい うこ とに な る。 今 後 は オ ー トポイ エ ー シ ス 、 複 雑 適 応 系 の 特性 が 環
境 マ ー ケ テ ィ ン グ に お い て どの よ うに働 くの か とい う研 究 を推 し進 め た い。
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